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上の一行に何か書かれていますが、読めません。他の言語のようです。
また大変文字が薄いので読み間違いがあります。

gbadasb sarazi bsaraadazi dapbsb bpdas aadap dafaab sdasb daumsqab
グバダ国にボスができて、決まった土地に幾らかの仕事があった。
ダプブ国は交易の出入りが幾らか広かった。長期のスダ国には家ができた。

bsair aadaqb daqbab nadasar qadasb sdar dafaadaum nadasfada dask
決まった所は幾らか支配がある自立領土だった。出入りの無い土地はクアダ国で、
農地を集めた長期の家だったが、出入りの無い遠くの人の出入りの、後だった。

aadaum dar aab nadasazi daqdar aadar daqaadazi
幾らかの家の農地は全て出入りができず、自立農地や所有農地の自立が仕事だった。

faadar badaum nadaqdaum nadar daumand daqbsz kdazi bpaab bpaizi
良い農地は軒並みだったが、無自立家には農地が無く家ではあるが大勢集まっていた。
後に仕事が交易だけとなり交易はわずかにできた。

baaqatb fab aadar badar padar paaumsb sair fatb nadasb
纏められた小さな国は、遠い人の所有農地で農地毎に離れた農地のプアウム国だった。
日当たりが遠い国で成長が無かった。

fbada nadagaada nadaqaatdar aatftb
良い約束で、隅でない他の自立的でない農地を加え良い国を加えた。
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qbatda nadaqaab aadaumsbab qtpaab sbaat dapaadarsb
少し悪かったが、自立心の無い幾らかの家に集まった領土は、
少なくない交易人で、古くはないダプアアダラ国になった。

saaaab sbaatdar kaaar bqaab
大抵は全て国に土地を追加したが、岸の土地は古いままだった。

kdab aaqab dasar aabpaaazi
しっかりした人は離れ、出入の土地は全て飛ばされた。

sar aatar sbatdar kaid b zdaum
ボスは土地を増やし、集めた多くの農地は後に手入れし、決まった家とした。

dafaadaum faar daqand aadaum saind
長期の家は遠い土地に成立し、幾らかの家が集まった地域だった。

baadasb aadafdazi
纏めた出入りが纏まり豊かになる任務だった。(ブアアダ国は、取り除くのが任務だった。)


